
予算報告 　平成25年度の健康保険と介護保険の予算（案）が、去る２月21日に
開催された第132回組合会において承認されましたので、その概要に
ついてお知らせします。
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【経常収支】　
　健康保険の予算は、経常収支で平成20年度から
６年連続の赤字予算となりました。　
　健康保険収入は、平成24年度予算と比較して微
増する見込みですが、保険給付費および高齢者医
療制度を支えるための納付金・拠出金の２つの経
費の合計額だけで3,185百万円と、健康保険収入
2,770百万円を415百万円上回ります。　
　この結果、経常収支は675百万円の赤字が見込
まれますが、別途積立金から660百万円を繰り入
れることで、健康保険料率は平成24年度と同率の
65‰に据え置きました。（表１／図１を参照）　
　図２は健康保険料率別の組合数で、当組合の健
康保険料率65‰は、他の健康保険組合と比較して
も低い料率であることがわかります。　
　しかし、当組合の実質保険料率は79.16‰となっ
ており、今後も厳しい財政状況が続く見込みにあ
り、近い将来健康保険料率を引き上げる必要が生
じてきています。

健　康　保　険

（出典：平成 24 年度早期予算集計（健保連））

収　　入 支　　出

科　目 予算額（千円） 科　目 予算額（千円）

健康保険収入 2,770,165 保 険 給 付 費 2,173,258

繰 入 金 660,001 納 付 金 等 1,011,550

(内別途積立金繰入) (660,000) 保 健 事 業 費 188,879

財政調整事業交付金 41,139 事 務 費 83,892

調整保険料収入 61,374 財政調整事業拠出金 61,375

雑収入・その他 17,962 予備費・その他 31,687

収 入 合 計 3,550,641 支 出 合 計 3,550,641

経 常 収 入 2,788,124 経 常 支 出 3,463,263

経常収支差引額 ▲675,139

表 1 平成25年度予算概要表（健康保険勘定）

図 1 平成21年度～平成25年度の経常収支額の推移 図 2 健康保険料率別組合数

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000
（百万円）

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
見込み

平成25年度
予算

経常収入額　　　経常支出額　　　経常収支差引額

3,001 2,861 3,024 3,198 3,463

2,778 2,736 2,796 2,869 2,788

-223 -125 -228 -329

-675

（1）

組合ホームページ
アドレス：www.jgckenpo.or.jp
ユーザー名：jgckenpo（ジェージーシーケンポ）
パスワード：kumiaihp（クミアイエイチピー）



0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500
（百万円）

平成19年度 平成20年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
見込み

平成25年度
予算

一般保険料　　納付金・拠出金　　法定給付費　　付加給付費　　合計

2,476 2,974 3,001 2,861 3,024 3,198 3,463

保険給付費
2,173百万円　
61.2%

 納付金等
1,012百万円　28.5%

 保健事業費
189百万円　5.3%

 事務費
84百万円　2.4%
予備費・その他
92百万円　2.6%

　法定給付費
　2,101百万円　
　59.2%
　付加給付費
　72百万円　
　2.0%

2,721 2,688 2,752 2,820 2,769  

1,725 1,801 1,898 2,002 2,101

2,732 (100.4%)

 946 720 811 868 1,012

60
61

60 69 
72

2,581 (96.0%)
2,769 (100.6%)

3,185 (115.0%)

2,939 (104.2%)

【収入額】　
　収入の大半を占める健康保険収入は、平
成24年度予算比1.61％増の2,770百万円
（一般保険料収入は2,769百万円）が見込ま
れます。
　経常収支がマイナスとなるため別途積立
金から660百万円の繰り入れを行います。
（平成24年度繰入見込額は260百万円）
　調整保険料収入、財政調整事業交付金、
雑収入・その他を含め、収入総額は3,550
百万円となります。（内訳は図3を参照）

【支出額】　
　保険給付費と納付金・拠出金で支出総額
の89.7％を占めています。保険給付費は平
成24年度予算比5.57％増の2,173百万円、
納付金・拠出金は同比18.26％増の1,012
百万円で、保健事業費、事務費、予備費・
その他を含め、支出総額は3,550百万円と
なります。（内訳は図4を参照）
　図5は、平成21年度から５年間における
一般保険料収入に対する保険給付費および
納付金・拠出金の合計額の割合です。
　平成23年度以降、これらの支出は一般保
険料収入を超過しており、平成25年度予算
では一般保険料収入の2,769百万円を416
百万円超過する見込みです。すでに一般保
険料収入だけでは保険給付費、納付金・拠
出金を賄うことは困難な状態となっていま
す。
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図 5 一般保険料収入に対する保険給付費・納付金・拠出金の合計金額の割合

　介護納付金は、１人当たりの年間負担見込額が
平成24年度よりも増加するため、平成24年度予
算比5.64％増の304百万円となる見込みですが、
介護準備金から30百万円を繰り入れることで、介
護保険料率は平成24年度と同率の10.2‰に据え
置きました。（表2を参照）

平成25年度の保険料率および標準報酬月額は、次のとおりです。	 〔（　）内は平成24年度料率および金額〕

介 護 保 険

保　険　料　率　等

表 2 平成25年度予算概要表（介護保険勘定）
収　　入 支　　出

科　目 予算額（千円） 科　目 予算額（千円）

介 護 保 険 収 入 275,914 介 護 納 付 金 304,215

繰 入 金 30,000 介護保険料還付金 300

雑 収 入 21 積 立 金 1,420

収 入 合 計 305,935 支 出 合 計 305,935

健康保険料率 65 （ 65 ）
一般保険料率 63.63 （ 63.67 ）

基本保険料率 40.43 （ 43.72 ）
特定保険料率 23.2  （ 19.95 ）

調整保険料率 1.37 （ 1.33 ）
介護保険料率 10.2 （ 10.2 ）

任意継続被保険者

470,000円（ 470,000円）

標準報酬月額または資格喪失時
の標準報酬月額のいずれか低い
方となります。

特例退職被保険者 240,000円（ 240,000円）

 保険料率 （‰） 標準報酬月額

【ジェネリック医薬品（後発医薬品）の利用促進】
　ジェネリック医薬品の利用促進策の一環として、平成
24年度にジェネリック医薬品へ切り替えた場合の削減効
果額の確認と、その差額を通知する事業を行いました。
平成25年度も引き続き、利用促進に向けて取り組みます。
　薬剤支給額は図6のとおり漸増しており、ジェネリック
医薬品への切り替えにご協力をお願いします。ジェネリッ
ク医薬品については、組合ホームページから専用ページ
で確認できますのでご覧願います。また、専用ページか
らは「ジェネリック医薬品お願いカード」が印刷できます。

 トップページ→ジェネリック医薬品のご活用を！

【柔道整復療養費の適正化推進】
　負傷部位や原因の調査により不正な請求等を排除す
るため外部専門業者を利用して施術内容・負傷原因の
調査を行う等、柔整療養費の適正な給付に努めます。平
成25年1月より調査対象者の範囲を拡大しました。当組
合の柔整療養費の支給額の推移は図7のとおりです。
　当組合の柔道整復師にかかるときの注意事項は組合
ホームページの「柔道整復師にかかるとき」をご覧願い
ます。

   けんぽのご案内→保険給付一覧→療養費
　   →柔道整復師にかかるとき

【被扶養者の資格確認】

【第２期特定健康診査・特定保健指導】
　平成18年の医療制度改革において、メタボリック
シンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した特定健
康診査・特定保健指導の実施が医療保険者に義務付
けられ、第１期として平成20年度から平成24年度の
５年間実施しました。
　今般、この第１期の実施内容の一部を変更して、

平成25年度から平成29年度の５年間を第２期として
継続実施します。
　当組合の「第２期特定健康診査等実施計画」を策
定しましたので、その一部をお知らせします。詳細
については、組合ホームページに掲載しますので、
ご覧願います。

重点事業 　平成25年度は、医療費の支出を抑えるための取り組みとして、
平成24年度に引き続き、次の項目を重点事業として実施します。

　被扶養者の資格確認（検認）は、組合財政の健全
化を図るため、保険給付の適正化の取り組みの１つ
として毎年実施することが厚生労働省から指導され
ております。当組合では平成23年度から被保険者を
３つのグループ（日揮㈱、日揮㈱以外、任継／特退）
に分割して、毎年度１つのグループを対象に実施し

ております。
　平成25年度は、６月に任意継続被保険者と特例退
職被保険者を対象に、認定の適否の確認および無効
となった被保険者証の回収を実施する予定ですので、
ご協力をお願いします。

特定健康診査の結果、リスク度合いに応じ、次のとおり支援区分されます。

リスク度合いにより、次のとおり階層化されます。

支援区分 支援内容 支援項目

動機付け支援
生活習慣の改善に対する個別の目標を設定し、
自助努力による行動変容が可能となるよう動
機付けを支援

・初回面接、６カ月後評価

積 極 的 支 援
準備段階にあわせて生活習慣の改善に対する
個別の目標を設定し、具体的で実現可能な行
動の継続を支援

・初回面接、３カ月以上の継続的支援、中間
評価、６カ月後評価　・180ポイント以上

必
須
項
目

①腹囲：男性85㎝以上、女性90㎝以上
 →　追加リスク２つ以上：積極的支援 
 →　追加リスク１つ　　：動機付け支援 追

加
リ
ス
ク

血糖：空腹時血糖100mg/dl 以上
　　　または HbA1c 5.6% 以上（ NGSP 値）
脂質：中性脂肪150mg/dl 以上
　　　または HDL コレステロール40mg/dl 未満
血圧：収縮期130㎜ Hg 以上
　　　または拡張期85㎜ Hg 以上
喫煙あり

（上記リスクが１つ以上ある場合にカウント）

②腹囲：男性85㎝未満、女性90㎝未満かつ
　　　　BMI25以上
 →　追加リスク３つ以上：積極的支援 
 →　追加リスク１～２つ：動機付け支援

階層化基準による対象者の選定
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特定保健指導
●動機付け支援
　・初回面接、６カ月後評価
●積極的支援
　・初回面接、３カ月以上の継続的支援、中間評価、
　　６カ月後評価　・180ポイント以上

情報提供
●対象者に応じた適切な情報の提供
（パンフレット、リーフレット等の配付により特定保健
指導の説明や生活習慣病予防についての説明を実施）

特定健診受診者全員に
通

　
　知

健
診
結
果特

　定

　健

　診

特
定
保
健
指
導
の
対
象
者
の
階
層
化

（4）（3）（2）

日揮健保_no095.indd   2 13/04/01   16:46



薬剤支給額の推移

柔整療養費の推移

　介護納付金は、１人当たりの年間負担見込額が
平成24年度よりも増加するため、平成24年度予
算比5.64％増の304百万円となる見込みですが、
介護準備金から30百万円を繰り入れることで、介
護保険料率は平成24年度と同率の10.2‰に据え
置きました。（表2を参照）

平成25年度の保険料率および標準報酬月額は、次のとおりです。 〔（　）内は平成24年度料率および金額〕

介 護 保 険

保　険　料　率　等

表 2 平成25年度予算概要表（介護保険勘定）
収　　入 支　　出

科　目 予算額（千円） 科　目 予算額（千円）

介護保険収入 275,914 介 護 納 付 金 304,215

繰 入 金 30,000 介護保険料還付金 300

雑 収 入 21 積 立 金 1,420

収 入 合 計 305,935 支 出 合 計 305,935

健康保険料率 65 （65）
一般保険料率 63.63 （63.67）

基本保険料率 40.43 （43.72）
特定保険料率 23.2  （19.95）

調整保険料率 1.37 （1.33）
介護保険料率 10.2 （10.2）

任意継続被保険者

470,000円（470,000円）

標準報酬月額または資格喪失時
の標準報酬月額のいずれか低い
方となります。

特例退職被保険者 240,000円（240,000円）

 保険料率 （‰） 標準報酬月額

【ジェネリック医薬品（後発医薬品）の利用促進】
　ジェネリック医薬品の利用促進策の一環として、平成
24年度にジェネリック医薬品へ切り替えた場合の削減効
果額の確認と、その差額を通知する事業を行いました。
平成25年度も引き続き、利用促進に向けて取り組みます。
　薬剤支給額は図6のとおり漸増しており、ジェネリック
医薬品への切り替えにご協力をお願いします。ジェネリッ
ク医薬品については、組合ホームページから専用ページ
で確認できますのでご覧願います。また、専用ページか
らは「ジェネリック医薬品お願いカード」が印刷できます。

 トップページ→ジェネリック医薬品のご活用を！

【柔道整復療養費の適正化推進】
　負傷部位や原因の調査により不正な請求等を排除す
るため外部専門業者を利用して施術内容・負傷原因の
調査を行う等、柔整療養費の適正な給付に努めます。平
成25年1月より調査対象者の範囲を拡大しました。当組
合の柔整療養費の支給額の推移は図7のとおりです。
　当組合の柔道整復師にかかるときの注意事項は組合
ホームページの「柔道整復師にかかるとき」をご覧願い
ます。

   けんぽのご案内→保険給付一覧→療養費
　   →柔道整復師にかかるとき

重点事業 　平成25年度は、医療費の支出を抑えるための取り組みとして、
平成24年度に引き続き、次の項目を重点事業として実施します。

図 6

図 7
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■特定保健指導の支援区分

■階層化基準

【被扶養者の資格確認】

【第２期特定健康診査・特定保健指導】
　平成18年の医療制度改革において、メタボリック
シンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した特定健
康診査・特定保健指導の実施が医療保険者に義務付
けられ、第１期として平成20年度から平成24年度の
５年間実施しました。
　今般、この第１期の実施内容の一部を変更して、

平成25年度から平成29年度の５年間を第２期として
継続実施します。
　当組合の「第２期特定健康診査等実施計画」を策
定しましたので、その一部をお知らせします。詳細
については、組合ホームページに掲載しますので、
ご覧願います。

　被扶養者の資格確認（検認）は、組合財政の健全
化を図るため、保険給付の適正化の取り組みの１つ
として毎年実施することが厚生労働省から指導され
ております。当組合では平成23年度から被保険者を
３つのグループ（日揮㈱、日揮㈱以外、任継／特退）
に分割して、毎年度１つのグループを対象に実施し

ております。
　平成25年度は、６月に任意継続被保険者と特例退
職被保険者を対象に、認定の適否の確認および無効
となった被保険者証の回収を実施する予定ですので、
ご協力をお願いします。

特定健康診査の結果、リスク度合いに応じ、次のとおり支援区分されます。

リスク度合いにより、次のとおり階層化されます。

支援区分 支援内容 支援項目

動機付け支援
生活習慣の改善に対する個別の目標を設定し、
自助努力による行動変容が可能となるよう動
機付けを支援

・初回面接、６カ月後評価

積 極 的 支 援
準備段階にあわせて生活習慣の改善に対する
個別の目標を設定し、具体的で実現可能な行
動の継続を支援

・初回面接、３カ月以上の継続的支援、中間
評価、６カ月後評価　・180ポイント以上

目
項
須
必

①腹囲：男性85㎝以上、女性90㎝以上
 →　追加リスク２つ以上：積極的支援 
 →　追加リスク１つ　　：動機付け支援

ク
ス
リ
加
追

血糖：空腹時血糖100mg/dl以上
　　　またはHbA1c 5.6%以上（NGSP値）
脂質：中性脂肪150mg/dl以上
　　　またはHDLコレステロール40mg/dl未満
血圧：収縮期130㎜Hg以上
　　　または拡張期85㎜Hg以上
喫煙あり
（上記リスクが１つ以上ある場合にカウント）

②腹囲：男性85㎝未満、女性90㎝未満かつ
　　　　BMI25以上
 →　追加リスク３つ以上：積極的支援 
 →　追加リスク１～２つ：動機付け支援

階層化基準による対象者の選定

特定保健指導
●動機付け支援
　・初回面接、６カ月後評価
●積極的支援
　・初回面接、３カ月以上の継続的支援、中間評価、
　　６カ月後評価　・180ポイント以上

情報提供
●対象者に応じた適切な情報の提供
（パンフレット、リーフレット等の配付により特定保健
指導の説明や生活習慣病予防についての説明を実施）

特定健診受診者全員に
通

　
　
知果

結
診
健

特

　定

　健

　診

化
層
階
の
者
象
対
の
導
指
健
保
定
特
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■当組合の第２期計画の実施目標（平成25年度から平成29年度まで）

特定健康診査

特定保健指導

特定健康診査等実施の成果目標

組合員区分 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 単一健保
目標 全国目標

被 保 険 者 目標値（％） 81.1 85.6 90.0 95.2 100.0
被 扶 養 者 目標値（％） 46.1 56.1 66.3 80.4   86.0
被保険者・被扶養者 目標値（％） 56.1 64.9 73.4 85.0   90.6 90.0 70.0

組合員区分 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 単一健保
目標 全国目標

特 定 保 健 指 導
対 象 者 数

推計値（人） 711 776 837 908 946

実  施  率 目標値（％） 38.9 45.7 52.3 56.7 60.0 60.0 45.0
実 施 者 数 目標値（人） 276 354 437 514 567

　平成29年度においてメタボリックシンドロームの
該当者および予備群の減少率を、平成20年度と比較
して25％以上とする。

【特定保健指導委託機関の拡大】
　第２期計画の開始を機に、特定保健指導の委託機
関を下表のとおり拡大して実施します。
　目標値を達成するために、事業主および対象となっ
た被保険者・被扶養者の皆様のご理解ご協力をお願
いします。

　疾病予防として特定健康診査実施後に特定保健指
導対象者となった場合には、その趣旨をご理解いた
だき、積極的に受けていただくようご協力のほどお
願いいたします。

健　診　機　関　名
八戸西健診プラザ 神奈川県労働衛生福祉協会 四日市社会保険病院健康管理センター

仙台社会保険病院健康管理センター 衣笠病院健康管理センター アムスニューオータニクリニック

★ 新潟県労働衛生医学協会 ★ 相模原総合健診センター 水島第一病院

茨城県メディカルセンター 藤沢総合健診センター 徳山病院

大洗海岸病院 湘南健診センター 社会保険徳山中央病院

★ ポートスクエア柏戸クリニック 小林記念病院健康管理センター 宇部興産中央病院健診センター

平塚胃腸病院（※1） だいどうクリニック健診センター ★ 九州健康総合センター

金内メディカルクリニック 瀬戸健康管理センター 大分県地域成人病検診センター

アルファメディック・クリニック

★ 神奈川県予防医学協会

★ アムスランドマーククリニック

★ みなとみらいメディカルスクエア

★ 横浜総合健診センター

★ 上大岡総合健診センター（※2）

金沢健診クリニック

★印は第1期計画時実施委託機関。
（※１）平塚胃腸クリニックでの健診受

診者に対する特定保健指導
は、本院である平塚胃腸病院
にて実施。

（※２）印は動機付け支援のみ実施の
機関。
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保健事業

組 合 加 入
事業所の動き

　平成25年度も平成24年度と同様の規模・内容で、次の保健事業
を実施しますので、ご利用ください。詳細につきましては、当組合
のホームページをご覧願います。

　次の事業所を当組合に編入しましたので、お知らせします。この
結果、当組合の事業所数は、平成25年４月１日現在で19事業所と
なりました。

アドレス：www.jgckenpo.or.jp、ユーザー名：jgckenpo、パスワード：kumiaihp

事業項目 事　　業　　内　　容

疾 病 予 防 事 業
①特定健康診査（40歳以上）　②特定保健指導（40歳以上）　③人間ドック（①を包含して実
施）　④婦人健診（①を包含して実施）　⑤脳ドック　⑥肺がん検診　⑦胃・大腸健診　
⑧歯科健診　⑨ＰＥＴ検診　⑩ココロの相談ダイヤル　⑪インフルエンザ予防接種補助

保健指導宣伝事業 ①健保だよりの発行　②赤ちゃんとママの配付　③お医者さんにかかるまでの配付　
④すこやか（季刊誌）・ばらんす（季刊誌）の配付　⑤医療費通知　⑥健保連共同宣伝　など

体 育 奨 励 事 業 ①各種競技会利用補助　②海の家・プール利用補助
契約保養所事業 ①山中湖保養所　②ＪＴＢ契約保養所　③トップツアー契約保養所　④組合契約保養所
健康増進施設事業 エグザス利用補助（コナミスポーツ）

１．平成24年11月１日付
　　㈱名東技研（愛知県瀬戸市）

２．平成25年４月１日付
　　㈱メディカルマネジメント松沢（東京都世田谷区）

組合会からのお願い

　毎年３月～４月は、異動のシーズン（退職・就職・
転勤など）です。被扶養者が就職し、就職先の社

会保険に加入した場合は、当組合から脱退する必要が
あります。被扶養者が就職された場合は速やかに（５日
以内に）「被扶養者異動届」に該当者の保険証を添えて、
担当部経由で当組合へ届け出るようにお願いします。

　お問い合わせの多い組合ホームページのアドレ
ス・ユーザー名・パスワードについては、本紙（１

ページの上）に掲載してありますので、読み終わった後
もすぐには廃棄せず、次号が発行されるまでお手元に
おいていただきたく、ぜひともご協力のほどお願いし
ます。なお、組合ホームページには健保だよりのバッ
クナンバーも掲載してありますので、ご活用願います。

　当組合に電話で問い合わせいただく場合、事業所
勤務の方は会社名とお名前を、任意継続被保険

者および特例退職被保険者の方はお名前と保険証の記
号・番号を必ず伝えていただくようお願いします。また、
組合ホームページからＥメールにて問い合わせをする
場合も同様に、当組合の加入者であることがわかるよ
う、事業所名、氏名（家族の方は被保険者の氏名とご自
身の氏名）、保険証の記号・番号を必ず明記願います。

　当組合では、年に数回、任継者・特退者の
方に健保だより・納入証明書・納入告知書

を始め、皆様へのお知らせあるいは提出をお願い
する書類など、種々送付しております。組合から
送付物が届きましたら、開封して必ず中身を確認
していただき、同封してある書類を一読していた
だきますよう、ご協力のほど、お願いします。

　日揮健康保険組合のホームページは加入者
に限定して公開しているため、インターネッ

トの検索ソフト（ヤフー、グーグルなど）では閲覧
できません。必ず、インターネット検索ソフトの
アドレスバーに組合のアドレスを入力して、トッ
プページを表示させ、ユーザー名とパスワードを
入力してください。

1 2
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